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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号の送受信を行う電波発信部が設けられた通信ユニットと、
　金属製ケースで構成され前記通信ユニットで送信する信号及び受信した信号を処理する
基板を収納した基板ユニットと、
　前記電波発信部と前記基板ユニットの一面とを一体的に覆ったカバーと、を備え、
　前記基板ユニットの上方に前記通信ユニットが配置され、
　側面視した状態において、前記電波発信部が前記基板ユニットよりも前方に突出した
　ことを特徴とする使用電力計測装置。
【請求項２】
　前記カバーは、側面視した状態において、上方が下方よりも幅広に構成され、上方が前
記通信ユニット側、下方が前記基板ユニット側となるように取り付けられる
　ことを特徴とする請求項１に記載の使用電力計測装置。
【請求項３】
　前記カバーは、
　前面が下方から上方にかけて前方に向かって隆起した円弧状に形成されている
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の使用電力計測装置。
【請求項４】
　前記通信ユニットは無線通信を行う
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の使用電力計測装置。
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【請求項５】
　前記無線通信の規格がＷｉ-Ｆｉである
　ことを特徴とする請求項４に記載の使用電力計測装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信機能を有する使用電力計測装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、Ｗｉ－Ｆｉのような通信機能を有する使用電力計測装置において、アンテナ部が
樹脂製保護カバーで囲われた構造のものがある（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－０８１５１８号公報（たとえば、［００４０］、［００４
２］、図２参照）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記この種の使用電力計測装置において、アンテナ部は樹脂製の保護カバーで覆われて
おり、基板部は短絡などにより出火した場合に延焼しないよう板金で覆われている。その
ため、装置全体として意匠に統一感がなく、意匠性を損ねてしまっているという課題があ
った。また、基板部を装置に内蔵するとその基板部はある程度の大きさがあるため、アン
テナ部で送受信される電波の経路上に位置してしまう。その結果、電波の一部を遮断し、
通信の妨げとなる。
【０００５】
　本発明は、以上のような課題を解決するためになされたもので、通信性能を維持しつつ
、装置全体の意匠性を損なわない使用電力計測装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る使用電力計測装置は、信号の送受信を行う電波発信部が設けられた通信ユ
ニットと、金属製ケースで構成され通信ユニットで送信する信号及び受信した信号を処理
する基板を収納した基板ユニットと、電波発信部と基板ユニットの一面とを一体的に覆っ
たカバーと、を備え、基板ユニットの上方に通信ユニットが配置され、側面視した状態に
おいて、電波発信部が基板ユニットよりも前方に突出したものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る使用電力計測装置によれば、通信性能を維持しつつ、装置全体の意匠性を
損なわないことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置の全体図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置の樹脂製意匠カバーを外した全体図
である。
【図３】本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置の基板ユニットである。
【図４】本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置のＷｉ－Ｆｉユニットである。
【図５】本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置の分解斜視図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置のＷｉ－Ｆｉユニットと基板ユニッ
トの固定方法を表す背面図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置の樹脂製意匠カバーを外した側面図
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である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
実施の形態．
　図１は、本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置の全体図、図２は、本発明の実施
の形態に係る使用電力計測装置の樹脂製意匠カバーを外した全体図、図３は、本発明の実
施の形態に係る使用電力計測装置の基板ユニット、図４は、本発明の実施の形態に係る使
用電力計測装置のＷｉ－Ｆｉユニットである。
【００１０】
　本実施に係る使用電力計測装置１はＷｉ－Ｆｉ通信機能を有しており、主にＷｉ－Ｆｉ
ユニット３、基板ユニット６、樹脂製意匠カバー２から構成されている。そして、Ｗｉ－
Ｆｉユニット３は電波発信部１２を有するＷｉ－Ｆｉ通信部４とＷｉ－Ｆｉ通信部固定部
５とで構成され、基板ユニット６は基板７と金属製基板部ケース８と金属製基板部カバー
９とで構成されている。
　図示しないが分電盤から各電気機器へ電力が振り分けられるが、その途中を分岐させて
使用電力計測装置１へと電力を導く。そして基板ユニット６の基板７に搭載されたＩＣ（
例えば、マイコン）で計算されたデータ（電力量）は、Ｗｉ－Ｆｉユニット３のＷｉ－Ｆ
ｉ通信部４からタブレット等のインターフェースを通してユーザーに提供される。
【００１１】
　図３のように、基板ユニット６は基板７の短絡などにより出火した場合に延焼しないよ
う、基板７を金属製基板部ケース８に収納し、その前側を金属製基板部カバー９で蓋をす
ることにより構成されている。この金属製基板部ケース８の長手方向の一側面（以下、上
側面）には、ネジ穴１３が複数箇所（例えば２箇所）設けられている。
　図４のように、Ｗｉ－Ｆｉユニット３はＷｉ－Ｆｉ通信部４の後方一部がＷｉ－Ｆｉ通
信部固定部５に収納されて構成されている。また、Ｗｉ－Ｆｉ通信部４は前方に電波発信
部１２を有しており、Ｗｉ－Ｆｉユニット３は電波発信部１２が前方に突出した形状とな
っている。そのＷｉ－Ｆｉ通信部固定部５の短手方向の一側面（以下、下側面）には、ネ
ジ穴１３が複数箇所（例えば２箇所）設けられている。
【００１２】
　図５は、本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置の分解斜視図である。
　図５のように、使用電力計測装置１は、基板ユニット６の上側にＷｉ－Ｆｉユニット３
が配置され、それらの前面に樹脂製意匠カバー２が取り付けられる構成となっている。
【００１３】
　図６は、本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置のＷｉ－Ｆｉユニットと基板ユニ
ットの固定方法を表す背面図である。
　金属製基板部ケース８の上側面とＷｉ－Ｆｉ通信部固定部５の下側面に設けられたネジ
穴１３は、図６のようにＷｉ－Ｆｉユニット３を基板ユニット６の上側で隣接させ、かつ
、Ｗｉ－Ｆｉ通信部４の前側と金属製基板部カバー９とを同じ方向に向けて配置したとき
に、お互いが重なるような位置に設けられている。
【００１４】
　これら基板ユニット６及びＷｉ－Ｆｉユニット３は使用電力計測装置１に内蔵されてい
る。このとき、Ｗｉ－Ｆｉユニット３が基板ユニット６の上側で隣接された状態でネジ１
０留めによって固定され、図２のように側面視した状態において、Ｗｉ－Ｆｉ通信部４の
電波発信部１２が基板ユニット６よりも前方に突出した逆Ｌ字形となるように、Ｗｉ－Ｆ
ｉユニット３と基板ユニット６とが配置された状態で内蔵されている。
　ここで、Ｗｉ－Ｆｉ通信における電波は電波発信部１２から前方・上方・下方に対して
放射状に飛ぶため、電波発信部１２が金属で覆われた基板ユニット６に対して後方や中方
に位置すると、下方に飛んだ電波の一部が遮断されてＷｉ－Ｆｉ通信の送信性能を低下さ
せる可能性がある。受信性能についても同様である。
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　そのため、上記のような電波発信部１２が基板ユニット６よりも前方に突出した逆Ｌ字
形となるように、Ｗｉ－Ｆｉユニット３と基板ユニット６とを配置することによって、前
方・上方だけでなく下方の電波も効率よく送受信することができる。
【００１５】
　Ｗｉ－Ｆｉユニット３について、Ｗｉ－Ｆｉ通信部４の電波発信部１２を保護するため
基板ユニット６と同様にカバーで覆う必要がある。しかし、基板ユニット６のように金属
性のカバーで覆ってしまうと、電波発信部１２から送受信される電波が遮断されてしまう
。そのため、非金属製である樹脂製のカバーで覆う必要がある。
　このとき、Ｗｉ－Ｆｉユニット３の電波発信部１２のみを樹脂製のカバーで覆ってしま
うと、Ｗｉ－Ｆｉユニット３の樹脂部分と基板ユニット６の金属部分との境目が外観上見
えてしまい、装置全体として意匠に統一感がなく、意匠性を損ねてしまう。
　そこで、図１及び２のように樹脂製意匠カバー２でＷｉ－Ｆｉユニット３の電波発信部
１２と基板ユニット６の前方とを一体的に覆う。
【００１６】
　図７は、本発明の実施の形態に係る使用電力計測装置の樹脂製意匠カバーを外した側面
図である。
　樹脂製意匠カバー２は樹脂製のカバーであり、Ｗｉ－Ｆｉユニット３と基板ユニット６
とで形成された逆Ｌ字形に対応して、図７のように側面視した状態において、上方（Ｗｉ
－Ｆｉユニット３側）が下方（基板ユニット６側）よりも幅広に構成され、前面が下方か
ら上方にかけて緩やかに前方に向かって隆起した円弧状に形成されている。
　樹脂製意匠カバー２の上部後方には差し込み部１１が設けられており、この差し込み部
１１をＷｉ－Ｆｉ通信部固定部５の上側に設けられた差し込み口（図示しない）に差し込
むことで、取り付ける。
【００１７】
　以上のように、Ｗｉ－Ｆｉ通信部４の電波発信部１２が基板ユニット６よりも前方に突
出した逆Ｌ字形となるように、Ｗｉ－Ｆｉユニット３と基板ユニット６とを配置すること
によって通信性能を維持しつつ、樹脂製意匠カバー２でＷｉ－Ｆｉユニット３の電波発信
部１２と基板ユニット６の前方とを一体的に覆うことで、装置全体として意匠に統一感の
ある、意匠性に優れた使用電力計測装置１を得ることができる。
【００１８】
　なお、本実施の形態では通信機能をＷｉ－Ｆｉとしたが、他の無線通信規格でもよい。
また、金属製基板部ケース８の上側面及びＷｉ－Ｆｉ通信部固定部５の下側面に設けられ
ているネジ穴１３の数は２箇所に限らず、お互いをネジ１０留めで固定できる数ならいく
つでもよい。また、樹脂製意匠カバー２の前面が円弧状に形成されているとしたが、完全
な円弧状でなくともよい。
【符号の説明】
【００１９】
　１　使用電力計測装置、２　樹脂製意匠カバー、３　Ｗｉ－Ｆｉユニット、４　Ｗｉ－
Ｆｉ通信部、５　Ｗｉ－Ｆｉ通信部固定部、６　基板ユニット、７　基板、８　金属製基
板部ケース、９　金属製基板部カバー、１０　ネジ、１１　差し込み部、１２　電波発信
部、１３　ネジ穴。
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